
「旭中学校と私」 

 

 開校から８０年。こんなこともありました。昭和４８年４月朝、転勤２年目

の私に養護教諭が呟いた。「何か変よ！」言われてみれば全ての電話が鳴りっ

ぱなし。生徒の欠席連絡だ。理由は腹痛・下痢ばかり。この事態に校長は生徒

の帰宅を命じた。直後に来校した保健所との協議に担当者として出席せよと言

われた私は、保健主事だったことを初めて自覚。保健所は開口一番「なぜ生徒

を帰したのか」と一喝。学校職員は沈黙。校舎をそのまま隔離病舎にしたかっ

たという。その後善後策が示され実行に移った。配膳室の殺菌。すべての便所

と校舎入り口に消毒液。学校中に薬の臭いが充満した。生徒には検便の提出が

課され、出なかった者は体育館でガラス棒が渡された。肛門に突っ込んでその

まま提出せよとの指示。これには生徒も教員も驚いた。赤痢菌の検出に必死だ

ったのだ。私は全学級から届く記録を集計して報告する任を担った。酷い症状

で給食直後に早退した生徒や教員がいたことや入院した生徒がいたことも判っ

た。新聞には「総罹患者数 800 を越す集団食中毒」という大きな見出しで学校

名も載った。原因究明にあたった保健所は「給食センターでの調理中一部の肉

を日向に置いたため」と結論づけた。不安な日々が続いたが、徐々に欠席者も

減少し、収束していった。学校の責任は免れたが、被害者は生徒たち。大変な

災難の中でもよく耐え、指示に従って行動し見事に乗り切った姿を私はいつま

でも忘れることが出来ません。 
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